
学校の新しい生活様式

感染源を絶つ１

手洗い６つのタイミング

接触感染に注意が必要

感染経路を絶つ２

登校せず、休養
発熱等風邪の症状がある場合は、
自宅で休養（欠席となりません）

検温結果、健康状態の把握
登校前に必ず検温し、健康チェッ
クカードに記入する。

正しい手の洗い方

咳エチケット

抵抗力を高める

十分な睡眠 適度な運動
バランスの
取れた食事

できる限り「ゼロ密」

集団感染のリスクへの対応３

最低１ｍ

30分に１回以上
数分間・全開・２方向

１日１回以上消毒
外から教室に
入るとき

咳やくしゃみ、
鼻をかんだとき

昼食の前後

掃除の後 トイレの後 共有のものを
触ったとき

感染・感染の拡大のリスクを可能な限り低減しつつ、
教育活動を継続・生徒の健やかな学びを保障

新型コロナウイルス感染症と共に生きていく社会を前提とした場合、長丁場に
備え、手洗いや咳エチケット、換気といった基本的な感染症対策に加え、感染
拡大リスクが高い「３つの密」を徹底的に避けるために、身体的距離の確保
（ソーシャルディスタンス/フィジカルディスタンス）といった「新しい生活
様式」に、学校を含めた社会全体が移行することが不可欠です。
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